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インターバンクの声 （2015 年 11 月 13 日） 
 

昨晩の海外市場は、欧州中央銀行（ECB）のドラギ総裁や米連邦準備制度理事

会（FRB）のイエレン議長をはじめとする複数の連邦公開市場委員会（FOMC）

メンバーの発言を待ちながら警戒感を持ってスタートした。ドラギ総裁は引

き続きハト派寄りの姿勢を示したが、「１２月に金融緩和の度合いを再検証

する」との発言に留め、追加緩和の実施を明確に示すことはなかった。米国

の１２月利上げの可能性については、市場は既にほとんど織り込んでしまっ

ているような状態だが、イエレン議長は昨晩も経済や利上げ時期への言及は

なく、代わりにと言うのは間違いだろうが、ニューヨーク連銀のダドリー総

裁は「利上げ開始の条件が早期に整う可能性は十分にある」と述べた。ただ

し、市場はダドリー総裁の「初回利上げ後の金融引き締めは漸進的にしか進

まない」との発言をより注目したようで、商品市況や株価の下落にも影響が

あったようだ。米国経済の成長にも不安がある以上、ドル買いに突っ走るわ

けにも行かない年末になりそうだ。 
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